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交通事業者等が実施するデジタル技術を活用した利便性向上、最適化・効率化に向けた様々な取組を支援
し、人口減少やコロナ禍等により疲弊している地域交通の生産性向上を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 路線バスデジタル化支援

ア ＱＲコード等キャッシュレス決済の導入
に係る最適なエリア・路線の検討に要する
経費を補助（補助率１/２以内）

イ 路線バスのＡＩデマンド化に向けた実証
に要する経費を補助（補助率10/10以内）

② MaaS推進支援（補助率１/２以内）
専門業者の活用や九州各県との連携による

MaaSの対象エリア・サービス拡大の取組に
要する経費を補助

⑵ 成果指標
令和７年度までに路線バスへ新たなデジタル決済方法導入
路線バスのＡＩデマンド化 現状（令和４年度）なし → 令和８年度 ３路線
MaaSアプリ対象エリア 現状（令和４年度）２地域 → 令和８年度 県内全域

事業の概要

地域交通ＤＸ推進事業新

(1)①ア・②:令和５年度 (1)①イ:令和５年度～令和７年度事業の期間
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